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授業の達成目標 

 
１．等価電圧源と等価電流源について説明できること 
２．一般回路の諸定理を理解し、使いこなせること 
３．２端子対回路の４端子定数について説明できること 
４．３相交流回路の計算ができること 
５．ひずみ波交流を含む計算ができること 
 

各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法 

達成目標１～５：中間・期末試験において６０％以上の成績で評価する。 
 

 

評価方法 

 
評価は次の項目によって行う。 
１．中間、期末試験 
２．課題の回答内容と出席状況 

 

授業内容 

１.線形回路の一般性質 
(1)電圧源と電流源 （2）諸定理 （3）定電流回路と定電圧回路 
(4)定抵抗回路                   
２.二端子対回路 
(1) 基本の関係式  (2)四端子定数の求め方  
(3)T 形回路とπ形回路の四端子定数 (4)他のパラメータ                   
３.三相交流 
(1)三相回路 (2)△形結線と Y形結線 (3)△形負荷と Y 形負荷 (4)三相電力 
(5)対称座標法                        
４.ひずみ波交流  
(1) ひずみ波とは (2)フーリエ級数 (3)ひずみ波の実効値  
(4)ひずみ波の電力 
         

授業終了後、次回の授業で習得すべき
重要な法則･理論などについて述べる
ので、これらを予習しておく。 

 

 

 

 

 

 

キーワード 線形回路、電圧・電流源、２・４端子回路、三相交流、ひずみ波、フーリエ級数 

教科書 雨宮好文 著「基礎電気回路」オーム社(1991) 

参考書 平山博、大附辰夫 著「電気回路学」電気学会 
 

小山高専の教育方針①～⑥との対応 ③ 
技術者教育プログラムの学習・教育目標 

なし 

JABEE 基準１の（１）との関係 なし 

カリキュラム中の位置づけ 

前年度までの関連科目 電気回路学Ⅰ、電磁気回路学Ⅰ 

現学年の関連科目 応用物理、電磁気回路学Ⅰ 

次年度以降の関連科目 電気回路学Ⅱ、電気機器工学 

連絡事項 
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